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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第三者の目に映る肌の美しさの鑑別法であって、頬部の肌のレプリカ標本を用い、肌の
見た目の美しさの解析のための因子として、肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを
使用し、目に見える美しさが次の方法により数値化されるものであることを特徴とする、
目に見える肌の美しさの鑑別法。
（１）鑑別すべき性状値が充分に変域全体に分布した、３０～６０の顔の頬部の写真と、
該写真と対応した部位のレプリカ標本とを用意する。
（２）第三者を代表するのに適当な４～８名の評価者を選抜し、該評価者に前記顔の頬部
の写真を呈示し、評価者の主観で判断される美しさの順位付けを行う。
（３）（１），（２）の作業を独立して、４～６回行う。
（４）美しいものからの昇順の順位をスコアとし、写真ごとの平均スコアを算出し、美し
さのスコアとする。
（５）肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを計測する。
（６）前記写真ごとの平均スコアと、前記肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａとの
相関関係とを求め、回帰式を作成する。
（７）鑑別されるべき人の頬部の肌のレプリカ標本を作製し、該肌のレプリカ標本のＳｍ
、Ｐｍｒ及びＲａを計測する。
（８）鑑別されるべき人の肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを、（６）の回帰式
に代入し、肌の美しさの平均スコア値を推定する。



(2) JP 4800008 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

（９）前記（８）で推定された肌の美しさの平均スコア値を指標に第三者の目に映る肌の
美しさの程度を鑑別する。
【請求項２】
　第三者の目に映る肌の美しさの鑑別法であって、鑑別されるべき人の頬部の肌のレプリ
カ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを、予め標本集団より求められた第三者の目に映る肌の美
しさのスコア値と、肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａとの回帰式に代入し得られ
た第三者の目に映る肌の美しさのスコア値の推定値を指標とし、該スコア値の推定値が高
いほど、第三者の目に見える肌の美しさの程度が大きいと鑑別することを特徴とする、第
三者の目に映る肌の美しさの鑑別法。
【請求項３】
　鑑別されるべき人の頬部の肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを、予め標本集団
より求められた第三者の目に映る肌の美しさのスコア値と、肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐ
ｍｒ及びＲａとの回帰式に代入することを含む、第三者の目に映る肌の美しさのスコア値
の推定値の算出方法。
【請求項４】
　皮膚外用剤の使用の前後の、請求項３に記載の方法により算出される第三者の目に映る
肌の美しさのスコア値の推定値を比較し、使用後の該スコア値の推定値の、使用前のスコ
ア値の推定値に対する増大の程度を指標とし、該増大の程度が大きいほど有効性が高いと
鑑別することを特徴とする、皮膚外用剤の評価法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚の鑑別法に関し、更に詳しくは、肌のレプリカ標本の表面粗さパラメー
タを用いた肌の美しさの鑑別法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　美しい肌でありたいと願うのは、女性のみならず万人が思うところであり、このため、
化粧料などを使用して肌の状態を好ましく保とうと多くの人が思っている現状がある。こ
の肌の状態は、個人によって大きく異なるものであり、また、加齢や生活環境によっても
大きく影響されるものである。化粧料などを選択する上で、自分の肌の状態やその美しさ
を定量的、且つ客観的に鑑別して知ることは、非常に重要な意味を持っている。これは、
化粧料の種類により、その有している機能、効能が異なっており、適切な化粧料を選択す
れば、その得られる効果は非常に大きなものとなるからである。このため、肌状態に関係
する、水分、皮脂或いは柔軟性の計測・評価の技術開発に始まり、さらに、表面状態計測
技術の進歩に伴って、近年では、肌の美しさとの関連性が高い皮膚表面形態や皮膚表面光
学特性態等に着目した様々な計測や評価に注目が集まっている。
【０００３】
　例えば、表面状態計測技術としては、レーザーを利用して、磁性塗膜等の測定対象物の
表面状態の３次元形状データを得ようとする装置（特許文献１参照）や、更に皮膚表面や
そのレプリカの３次元形状データを測定する装置等（特許文献２，３参照）が開示されて
いる。実際の皮膚の凹凸状態を示す３次元形状データを得ることができるが、肌との関係
を明らかにするためには、更なる高速処理や精度の向上が期待されていた。そのため、光
学的計測を利用した、皮膚表面や不透明なレプリカに対する反射光の画像から得られた指
標によるキメ等の皮膚の鑑別法（特許文献４参照）、サンプル皮膚表面の微細明暗分布の
二次元画像の処理を行うシワ・キメ等の皮膚表面解析システム（特許文献５，６参照）が
開示されている。これらはいずれも短時間での計測・解析が可能な手法であり、平均粗さ
や平均溝間隔の指標とキメ、シワ及び加齢との関係が明らかにされている。
【０００４】
　更に、皮膚状態と肌の美しさとの関連については、コンピュータ処理速度や画像解析ソ
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フトウェアの進歩も相俟って、メークアップされた皮膚の反射分光スペクトルの反射率を
利用した皮膚状態の鑑別法（特許文献７参照）、２方向の可視光の対する皮膚の反射光ス
ペクトルの各波長における反射率を指標とした皮膚の美しさの鑑別法（特許文献８参照）
、偏光照明におけるデジタル画像を処理して得られる指標を利用した皮膚の美しさの評価
方法（特許文献９参照）等、が開示されている。この様な検討が行われた背景には、主観
的な概念である「肌の美しさ」を客観的な数値として捉えたいとの要望があったためであ
る。これらの結果、肌の美しさとの関連も認められているが、その相関性は極めて良いと
いうものではなく、実際上は当初の目的である、主観値の客観的数値への置き換えは実現
されなかったと言える。実際の皮膚表面の微細な凹凸状態の３次元データではないため、
例えば肌の美しさと凹凸状態の要素との関連性、更には肌を美しくするためには皮膚表面
のどのような凹凸状態の要素を処理すれば良いか等、の検討・解明が困難であったことも
その原因であると思われる。この大きな原因としては、「美しさ」なるものが、主観的な
概念であり、肌の三次元構造とは相関性が高いものであるとは認識されていなかったこと
も、その一つに挙げられる。一方、実際の皮膚の凹凸状態を示す３次元形状データに基づ
く、肌の美しさの解明については全く知られていなかった。
【０００５】
【特許文献１】特開平０５－０５２５３９号公報
【特許文献２】特開平０５－１４６４１２号公報
【特許文献３】特開平０５－１９６４３６号公報
【特許文献４】特開平０５－３２９１３３号公報
【特許文献５】特開平０６－１８９９４２号公報
【特許文献６】特開平０７－２３１８８３号公報
【特許文献７】特開平１０－００２７９８号公報
【特許文献８】特開２００３－１６１６５６号公報
【特許文献９】特開２００５－０００４２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明はこのような状況下為されたものであり、肌状態の鑑別や化粧料の適切な選択に
有用な情報を与えるべく、第三者の目に映る、肌の見た目の美しさを、客観的な数値に置
換する技術を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような状況を鑑みて、本発明者らは、第三者の目に映る、肌の見た目の美しさを、
客観的な数値に置換する技術を提供することを求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、頬部
の肌のレプリカ標本を用い、肌の見た目の美しさの解析のための因子として、肌のレプリ
カ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを使用した目に見える肌の美しさを数値化する技術を見出
し、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は以下に示す通りである。
【０００８】
（１）第三者の目に映る肌の美しさの鑑別法であって、頬部の肌のレプリカ標本を用い、
肌の見た目の美しさの解析のための因子として、肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲ
ａを使用し、目に見える美しさが次の方法により数値化されるものであることを特徴とす
る、目に見える肌の美しさの鑑別法。
１）鑑別すべき性状値が充分に変域全体に分布した、３０～６０の顔の頬部の写真と、該
写真と対応した部位のレプリカ標本とを用意する。
２）第三者を代表するのに適当な４～８名の評価者を選抜し、該評価者に前記顔の頬部の
写真を呈示し、評価者の主観で判断される美しさの順位付けを行う。
３）１），２）の作業を独立して、４～６回行う。
４）美しいものからの昇順の順位をスコアとし、写真ごとの平均スコアを算出し、美しさ
のスコアとする。
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５）肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを計測する。
６）前記写真ごとの平均スコアと、前記肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａとの相
関関係とを求め、回帰式を作成する。
７）鑑別されるべき人の頬部の肌のレプリカ標本を作製し、該肌のレプリカ標本のＳｍ、
Ｐｍｒ及びＲａを計測する。
８）鑑別されるべき人の肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを、６）の回帰式に代
入し、肌の美しさの平均スコア値を推定する。
９）前記８）で推定された肌の美しさの平均スコア値を指標に第三者の目に映る肌の美し
さの程度を鑑別する。
（２）第三者の目に映る肌の美しさの鑑別法であって、鑑別されるべき人の頬部の肌のレ
プリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを、予め標本集団より求められた第三者の目に映る肌
の美しさのスコア値と、肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａとの回帰式に代入し得
られた第三者の目に映る肌の美しさのスコア値の推定値を指標とし、該スコア値の推定値
が高いほど、第三者の目に見える肌の美しさの程度が大きいと鑑別することを特徴とする
、第三者の目に映る肌の美しさの鑑別法。
（３）鑑別されるべき人の頬部の肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを、予め標本
集団より求められた第三者の目に映る肌の美しさのスコア値と、肌のレプリカ標本のＳｍ
、Ｐｍｒ及びＲａとの回帰式に代入することを含む、第三者の目に映る肌の美しさのスコ
ア値の推定値の算出方法。
（４）皮膚外用剤の使用の前後の、（３）に記載の方法により算出される第三者の目に映
る肌の美しさのスコア値の推定値を比較し、使用後の該スコア値の推定値の、使用前のス
コア値の推定値に対する増大の程度を指標とし、該増大の程度が大きいほど有効性が高い
と鑑別することを特徴とする、皮膚外用剤の評価法。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、肌の見た目の美しさの解析のために使用することができる、皮膚の凹
凸状態を示す３次元形状データの指標を提供することができる。その結果、肌の見た目の
美しさを鑑別でき、カウンセリングや化粧料の適切な選択において、有用な情報を与える
ことができる。

【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明は、第三者の目に映る、肌の見た目の美しさを、客観的な数値に置換する技術で
あり、頬部の肌のレプリカ標本を用い、肌の見た目の美しさの解析のための因子として、
肌のレプリカ標本のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを使用した、目に見える肌の美しさを数値化す
ることを特徴とする。以下に、更に詳細に説明を加える。
【００１１】
　頬部から肌のレプリカ標本を採取し、皮膚の凹凸状態を示す該レプリカ標本を計測して
得られた３次元形状データから、表面粗さパラメータＰｍｒ、Ｓｍ及びＲａは、次のよう
なステップによって得ることができる。
（１）頬部に２×２ｃｍ2の計測対象領域（図１参照）を設定し、洗顔後安静３０分後に
、市販のレプリカ剤を用いて、レプリカ標本を採取する。レプリカ剤としては、例えば（
有）アサヒバイオメッドのシリコンＡＳＢ－０１－ＷＷ等が例示できる。
（２）採取したレプリカ標本より、市販のレーザータイプの３次元表面粗さ計を利用して
、図１の顔に対して水平及び垂直方向にレーザースキャンを行い、３次元形状データを得
る。かような３次元表面粗さ計としては、例えば、（株）サイエンスシステムズの高精度
３次元画像処理装置ＬＩＰ、（株）東京精密の３次元表面粗さ計ＳＵＲＦＣＯＭ、レーザ
ーテック(株)ＶＬＨ等が例示できる。
（３）３次元形状データより表面粗さパラメータＰｍｒ及びＳｍを算出する。表面粗さパ
ラメータの算出は、ＪＩＳ規格（（財）日本規格協会の製品の幾何学特性仕様（ＧＰＳ）
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－表面性状：輪郭曲線方式－用語，定義及び表面性状パラメータ，ＪＩＳ　Ｂ　０６０１
参照）に基づいたものであれば、特に制限もなく用いることができ、３次元表面粗さ計に
付属のソフトウェア、（有）アサヒバイオメッドのレプリカ解析ソフトＡＳＡ－０３－Ｒ
等の汎用ソフトウェア、又は特注したソフトウェアを用いればよい。

【００１２】
　前述したＪＩＳ規格の表面粗さパラメータの、Ｒａ（算術平均粗さ、図２参照）、Ｓｍ
（凹凸の平均間隔、図３参照）及びＰｍｒ（負荷長さ率、図４参照）は、ＪＩＳ規格によ
って以下のように定義されている。
Ｒａ＝１／ｈ∫0

ｈ｜ｆ（ｘ）｜dx、但し｜ｆ（ｘ）｜は高さの絶対値
Ｓｍ＝（ａ1＋ａ2＋・・・＋ａn）／ｈ
Ｐｍｒ＝（ａ1＋ａ2＋・・・＋ａn）／ｈ
即ち、算術平均粗さＲａは、水平及び／又は垂直方向毎の図２の塗りつぶし部分の面積合
計をラインｈについて平均したものであり、凹凸の平均間隔Ｓｍは、図３の各波長のピー
ク間距離ａ1～ａnを平均したものであり、また、負荷長さ率Ｐｍｒは、図４の切断線によ
って切断される切断長さの和である。
【００１３】
　表面粗さパラメータであるＲａやＳｍが、加齢やキメ・シワ等と相関することは既に知
られているが（特許文献４参照）、本発明者らは３次元形状データを用いて、Ｒａ及び垂
直方向のＰｍｒが同様に加齢と共に単調に増加するのに対し、水平方向のＳｍとＰｍｒ及
び垂直方向のＳｍが３０才代で最大ピークを示し、このことが肌表面の凹凸の３次元構造
特性に起因することを見出した（図５，６参照）。即ち、図６の代表的な加齢プロセスに
おいて、肌表面に毛穴レベルの凹凸の形成・拡大に続いて、凹凸構造の縁の後退とたるみ
に基づく方向性によるトタン板状化という３次元構造の変化を確認し、その変化がＳｍ、
Ｐｍｒ及びＲａによって関連付けられることが推察された。
【００１４】
　肌の見た目の美しさの鑑別は、以下の手順で行うことができる。
１）鑑別すべき性状値が充分に変域全体に分布した、３０～６０の顔の頬部の写真と、該
写真と対応した部位のレプリカ標本とを用意する。
２）第三者を代表するのに適当な４～８名の評価者を選抜し、該評価者に前記顔の頬部の
写真を呈示し、評価者の主観で判断される美しさの順位付けを行う。ここでいう第三者を
代表するのに適当な評価者とは、性別や年齢は問わないが、ある程度以上の顔など評価の
経験や感性を持った人であることが望ましい。尚、順位付けにおいて、差がない場合は同
順位とすることもできる。
３）１），２）の作業を独立して、４～６回行う。
４）美しいものからの昇順の順位をスコアとし、写真ごとの平均スコアを算出し、美しさ
のスコアとする。例えば、４０枚の頬部の写真を用いた場合、１位の美しさに４０のスコ
アを与え、美しさのスコアが大きいほど美しいことと定義する。
５）肌のレプリカ標本の水平方向及び垂直方向のＳｍ及び／又はＰｍｒ及び／又はＲａを
計測する。
６）前記写真ごとの平均スコアと、前記肌のレプリカ標本のＳｍ及び／又はＰｍｒ及び／
又はＲａとの相関関係とを求め、回帰式（予測式）を作成する。このとき、予測精度の高
さと正確性から、重回帰分析（ＭＲＡ）を行い、重回帰式（予測式）を用いて肌の美しさ
を予測することが好ましい。また、平均スコアとレプリカ標本のＳｍ及び／又はＰｍｒ及
び／又はＲａとの相関関係を構成する標本集団（データベース）のｎ数としては３０以上
であることが好ましく、５０以上であれば十分である。また、使用する重回帰分析等は、
市販されている統計処理用ソフトウェアを用いればよい。
７）鑑別されるべき人の頬部の肌のレプリカ標本を作製し、該肌のレプリカ標本のＳｍ及
び／又はＰｍｒ及び／又はＲａを計測する。このときのステップは前述した段落番号００
１１に従えばよい。
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８）鑑別されるべき人の肌のレプリカ標本のＳｍ及び／又はＰｍｒ及び／又はＲａを、６
）の回帰式（予測式）に代入し、肌の美しさの平均スコア値を推定する。このとき、回帰
式の基となる標本集団のｎ数が５０以上であれば、推定される肌の美しさの平均スコア値
を、偏差値として示すこともできる。偏差値＝（１０×（推定された肌の美しさの平均ス
コア値－平均スコアの標本集団の平均値）／平均スコアの標本集団の標準偏差＋５０）
９）前記８）で推定された肌の美しさの平均スコア値を指標に、第三者の目に映る肌の美
しさの程度を鑑別する。このとき、肌の美しさの偏差値を指標として、第三者の目に映る
肌の美しさの程度を鑑別することもできる。

【００１５】
　前記推定された肌の美しさの平均スコア値又は偏差値を指標として、第三者の目に映る
肌の美しさの鑑別において、例えば、皮膚外用剤を用いる前に、対象部位の肌のレプリカ
標本のＳｍ及び／又はＰｍｒ及び／又はＲａを計測し、標本集団（データベース）から得
られた回帰式（予測式）を用いて、肌の美しさの平均スコア値及び偏差値を予め推定して
おく。皮膚外用剤を使用した後に、同様の手順にしたがって、肌の美しさの平均スコア値
及び偏差値を推定し、皮膚外用剤の使用前後の肌の美しさの平均スコア値及び偏差値の差
違を比較する。このとき、皮膚外用剤使用後に、肌の美しさの平均スコア値及び偏差値が
大きくなれば、肌が美しい方向への変化であり、その増大の程度が大きいほど皮膚外用剤
の有効性が高いと鑑別でき、もし逆に肌の美しさの平均スコア値又は偏差値が小さくなれ
ば、皮膚外用剤の効果がない、又は良くない作用があると鑑別できる。かかる鑑別は、客
観的な数値としてその指標が現れるため、従前の評価者が変わることにより、評価値が変
わるような現象を抑制できるし、変化量の小さい変化も的確に捉えることができる利点を
有する。かような評価方法は、化粧品等にも適用できる。

【００１６】
　以下に、本発明を、実施例などを参照して詳細に説明するが、これにより本発明の範囲
が限定されることはない。
【００１７】
＜肌レプリカ採取とＰｍｒ、Ｓｍ及びＲａの算出＞
　１０～５０代の４０名の女性を対象に、洗顔後３０分において、（有）アサヒバイオメ
ッドのシリコンを用いて、頬部より２×２平方ｃｍ2の肌のレプリカ標本を採取した。次
に、（株）サイエンスシステムズの高精度３次元画像処理装置ＬＩＰを用いて、レプリカ
標本の顔に対して水平及び垂直方向にレーザースキャンを行い、３次元形状データを得た
後、付属のソフトウェアを利用して表面粗さパラメータＰｍｒ、Ｓｍ及びＲａを算出した
。

【００１８】
＜目に見える肌の美しさのスコア値の算出＞
　第三者を代表するのに適当な６名の評価者を選抜して、前記の１０～５０代の４１名の
女性の頬部の写真を呈示し、６名の評価者の主観で判断される美しさの順位付けを行う。
これらの作業を独立して４回行い、美しいものからの昇順の順位に従って４０から１まで
スコア化後、写真ごとの平均スコアを算出し、肌の美しさのスコアとした。
【実施例１】
【００１９】
　２５才の女性頬部より肌レプリカを採取し、前記方法に従ってＰｍｒ、Ｓｍ及びＲａを
算出した。前記のようにして得られた写真ごとの平均スコアと肌のレプリカ標本の垂直方
向のＳｍとの相関関係（ｎ＝４１）を図７に示す。図７の有意で且つ高い相関関係（相関
係数、ｒ＝０．７７７，Ｐ＜０．０１）から得られる回帰式（予測式）に、この女性の垂
直方向のＳｍ（０．９１２）を代入して得られた肌の美しさの平均スコア値は３０．９で
あった。これより、第三者の目に映る肌の美しさは３０．９と極めて美しく、年齢以上の
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【実施例２】
【００２０】
　４５才の女性頬部より肌レプリカを採取し、前記方法に従ってＰｍｒ、Ｓｍ及びＲａを
算出した。前記のようにして得られた写真ごとの平均スコアを目的変数として、肌のレプ
リカ標本の垂直及び水平方向のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを説明変数として重回帰分析を行い
、重回帰式（予測式）を得た。肌の美しさの平均スコア値とＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａより構
成される重回帰式からの期待値との相関関係（ｎ＝４１）を図８に示す。図８の有意で且
つ高い相関関係（重相関係数、ｒ＝０．９３３，Ｐ＜０．０１）から得られる重回帰式（
予測式）に、この女性の垂直及び水平方向のＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａを代入して得られた肌
の美しさの平均スコアは１９．３であった。これより、第三者の目に映る肌の美しさは１
９．３と平均的な美しさで、年齢に比べてかなり美しいレベルにあることが推定された。
【実施例３】
【００２１】
　４０～５０才の５名の女性を対象に、現在使用中のクリームに代えて、下記表１に示す
コラーゲン線維束再構築剤入りの皮膚外用剤を用いて、１ヶ月間の実使用テストを行った
。実使用テストの前後に、肌の頬部よりレプリカ標本を採取し、前記方法に従ってＰｍｒ
、Ｓｍ及びＲａを算出した後、実施例２の重回帰分析式（予測式）を用いて、第三者の目
に映る肌の美しさのスコア値の推定値を求めた。実使用テスト前の三者の目に映る肌の美
しさのスコア値の推定値は、２０．３±３．３であったが、実使用テスト後は、２３．５
±１．７と増大した（対応あるｔ－検定で有意な差あり，Ｐ＜０．０１）。これより、皮
膚外用剤は有効性があると鑑別された。
【００２２】
【表１】

【産業上の利用可能性】
【００２３】
　本発明によって、第三者の目に映る肌の見た目の美しさを鑑別することができる。その
結果、カウンセリングや化粧料の適切な選択における有用な情報の提供をはじめ、皮膚外
用剤等の有効性の客観的な評価を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】顔部位の計測対象領域である頬部を示す図である。
【図２】表面粗さパラメータＲａを示す図である。
【図３】表面粗さパラメータＳｍを示す図である。
【図４】表面粗さパラメータＰｍｒを示す図である。
【図５】代表的な年代別のステレオグラフを示す図である（図面代用写真）。
【図６】代表的な年代別の凹凸構造とＳｍ及びＰｍｒとの関係を示す図である。
【図７】写真ごとの平均スコアとＳｍとの相関関係を示す図である。
【図８】写真ごとの平均スコアとＳｍ、Ｐｍｒ及びＲａによる予測値との相関関係（検量
線）を示す図である。
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